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【手続補正書】
【提出日】平成27年12月16日(2015.12.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　中電圧又は高電圧電力ケーブル（４２）の端部を接続ポイントに接続するための端子接
続装置であって、前記端子接続装置（１０）は、
　ａ）第１端部分及び第２端部分を有するインターフェースケーブル（１２）であって、
内部導体（１４）と、導電又は半導電層（１８）とを含む、インターフェースケーブルと
、
　ｂ）ストレス制御素子（３８）、及び
　前記ストレス制御素子（３８）の周囲に配置される絶縁層（４０）
　を含む、第１のストレス制御チューブ（３６）であって、前記インターフェースケーブ
ル（１２）の前記第１端部分上に載置されている、第１のストレス制御チューブ（３６）
と、
　ｃ）前記インターフェースケーブル（１２）を前記電力ケーブル（４２）に接続するた
めの第１のケーブルコネクタ（２４）であって、
　前記インターフェースケーブル（１２）の前記第２端部分に接続される、前記第１のケ
ーブルコネクタ（２４）と、
　ｄ）ストレス制御素子（３８）、及び
　前記ストレス制御素子（３８）の周囲に配置される絶縁層（４０）を含む、第２のスト
レス制御チューブ（３６’）であって、前記インターフェースケーブル（１２）の前記第
２端部分及び前記第１のケーブルコネクタ（２４）の少なくとも一部分にわたって載置さ
れる、第２のストレス制御チューブ（３６’）と、
　ｅ）１つ以上の管状シュリンク式スリーブ（５２，５２’，５２”）であって、
　前記管状シュリンク式スリーブ（５２，５２’，５２”）のうちの１つの少なくとも一
部分が、前記第１のストレス制御チューブ（３６）の少なくとも一部分にわたって延び、
前記管状シュリンク式スリーブ（５２，５２’，５２”）のうちの１つの少なくとも一部
分が、前記第２のストレス制御チューブ（３６’）の少なくとも一部分にわたって延び、
　前記第１のストレス制御チューブ（３６）の少なくとも一部分にわたって延びる前記管
状シュリンク式スリーブ（５２，５２”）の前記一部分が、前記第１のストレス制御チュ
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ーブ（３６）の少なくとも一部分の周囲で収縮される、１つ以上の管状シュリンク式スリ
ーブ（５２，５２’，５２”）と、を含む、端子接続装置。
【請求項２】
　前記インターフェースケーブル（１２）が、前記内部導体（１４）の少なくとも軸方向
区分の周囲に同心円状に配置される絶縁層（４０）を更に含み、
　前記端子接続装置（１０）が、プリント回路基板素子を含む静電容量式電圧センサ（１
０２）を含み、前記プリント回路基板素子が、導電又は半導電材料の電気的に絶縁された
片にわたって配置され、前記導電又は半導電材料の電気的に絶縁された片が、前記インタ
ーフェースケーブル（１２）の前記絶縁層（４０）上に配置され、かつ前記内部導体（１
４）の電圧を検出するための検出コンデンサの電極を形成するように動作可能であり、前
記絶縁層（４０）は、前記検出コンデンサの誘電体を形成するように動作可能である、請
求項１に記載の端子接続装置。
【請求項３】
　前記端子接続装置（１０）が、前記導電又は前記半導電材料の電気的に絶縁された片の
いずれかの面上で、前記絶縁層（４０）の少なくとも軸方向区分の周囲に同心円状に配置
される追加の半導電材料を更に含み、前記追加の半導電材料が、２つの半導電性の軸方向
区分を含み、非導電性の軸方向区分（１００）によって前記導電又は前記半導電材料の前
記電気的に絶縁された片から電気的に絶縁される、請求項２に記載の端子接続装置。
【請求項４】
　中電圧又は高電圧電力ケーブル（４２）の端部を接続ポイントに接続するための方法で
あって、
　ａ）請求項１～３のいずれか一項に記載の端子接続装置（１０）を準備するステップと
、
　ｂ）中電圧又は高電圧電力ケーブル（４２）を準備するステップと、
　ｃ）前記第１のケーブルコネクタ（２４）を介して前記インターフェースケーブル（１
２）を前記電力ケーブル（４２）の前記端部に接続することによって、前記端子接続装置
（１０）を前記電力ケーブル（４２）の前記端部に接続するステップと、
　ｄ）前記インターフェースケーブル（１２）の前記第１端部分を前記接続ポイントに接
続することによって、前記端子接続装置（１０）を前記接続ポイントに接続するステップ
と、を含む、方法。
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